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膜タンパク質の
大量調製技術　	


研究課題：膜タンパク質に対する合理的創薬を目指した
生物物理学的評価系の構築�
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膜タンパク質の
安定化技術　	


化合物−標的タンパク質相互作用の
生物物理学的評価	


（標的タンパク質）	
  
・Gタンパク質共役型受容体	
  
・イオンチャネル型受容体	


膜タンパク質に対する合理的創薬を可能にする技術基盤の構築	


候補化合物の探索
（薬理学分野などと
の連携）	


・リポソーム	
  
・ナノディスク	
  etc.	


・出芽酵母のプラットフォームを用いた標的タンパク質の安定化	
  
・酵母や昆虫細胞による大量発現系の構築	
  
・タンパク質のドメイン化による安定・大量調製	



